




















































































































































































































































































































































































￣問題『「 〕estavg･ 解の贋 〕estavg．解の蔭
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5．考察
表１～３よりＭＳＬＳのほうがILSよりもわずかに良質な解を得ているが，それほど解の質に大きな差が生じないこ
とがわかる．これは，ＪＳＰにおいて２つの探索法の形質が似ているため，解の質に大きな差が生じるほど影響を及ぼ
さないものであるといえる．表２，表３よりILS＋ＴＳに関して，近傍操作がⅣ１のときは，近傍操作の回数が５回の
場合に比較的解の質が良いことがわかり，近傍操作がlV2のときは，近傍操作が１回の場合が比較的良質な解が得られ
ることがわかる．同様にILSに関して，近傍操作がⅣ１のときは近傍操作の回数が１０回の場合に比較的良質な解を得
ており，近傍操作がIV2のときは近傍操作の回数が１０回の場合に比較的良質な解を得ていることがわかる．このこと
から近傍操作の回数によって解の質には影響を及ぼすが，回数を増やせば必ずしも良質な解が得られるわけではないこ
とがいえる．これは探索法や問題の大きさによって，良質な解を得る近傍操作やその回数が違ってくるものであると考
えられる．
図５～１０は，本研究で得られた結果で，１０×１０問題にILS+ＴＳを適用した場合において，２つの異なる近傍操作の
回数がそれぞれ１回，５回，１０回のときのnbuLengthを５から５０まで５ずつ変化させたものに対するmakespan
の関係を示したもので，各々の試行回数が５回のときのものを表しており，図５～１０の内容は，
●図５は，近傍操作jV1の回数が１回の場合のTEbuLengthとmakespanの関係
・図６は，近傍操作jV2の回数が１回の場合のnbuLengthとmakespanの関係
●図７は，近傍操作Ⅳ１の回数が５回の場合のnbuLengthとmakespanの関係
・図８は，近傍操作Ｍの回数が５回の場合のIbUbuLengthとmakespanの関係
・図９は，近傍操作jV1の回数が１０回の場合のThbuLengthとmakespanの関係
●図１０は，近傍操作jV2の回数が１０回の場合のThbuLengthとmakespanの関係
を示したものである．
図４～図１０より，ILS＋ＴＳのほうがMSLS＋ＴＳよりもIEbuLengthを変化させたときに解の質の差が小さいこと
がわかる．これは，MSLSがランダムに解を繰り返し生成することから解の質の差にばらつきが生じることが考えられ
る．また，近傍操作や近傍操作の回数を変化させると解の質に影響を及ぼすが，解の質の差にそれほど大きな差が生じ
ないことがわかった．これは，異なる二つの近傍操作の性質が，ＪＳＰに関してそれほど解の質の差が生じるほどの影響
を及ぼさないものであるといえる．
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6．むすび
本論文では，ＪＳＰを取り上げ，ＭＳＬＳおよびILSにＬＳまたはＴＳを組み込んだ探索法を適用し，比較検討した．そ
の結果から，ＴＳの方がＬＳよりも有効な探索法であることが確認された．また，jV1がjV2よりも比較的良質な解を得
ることが観測され，異なる近傍操作を行う回数の違いによっても算出される解の質に影響を及ぼすことがわかった．し
かし，良質な解が得られるかどうかは近傍操作の回数が多い少ないにかかわらず，問題の大きさや探索法およびnbu
Lengthにより影響を及ぼしていくものだと考えられる．IHbuLengthについては１０くらいが最良な解が得られるこ
とが確認でき，THbuLengthの長さが１５から増えていくと解の質が悪くなる傾向がみられる．これはnbuLengthをより大きくすると離接弧の反転をすべて禁止してしまうことがあるので，良質な解が得られる可能性が低くなるもの
であると思われる．今後は，他の探索法について検討する予定である．
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（ReceivedNovember4,1999）
AlmostallcombinatorialoptimizationproblemsareNP-hardproblems；ｉｔｉｓｉｍｐｏｓｓｉｂｌｅｔｏｏｂｔａｉｎａｎ
ｅｘａｃｔｏptimalsolutionwithinpolynomialｔｉｍｅ・However，heuristicalgorithmsareabletofindnear
optimalsolutionswithinreasonabletilne・Heuristicalgorithmssuchasiteratedlocalsearches,silnulated
annealing,tabusearchesandgeneticalgorithｍｓａｒｅｋｎｏｗｎｔｏｂｅａｂｌｅｔｏｆｉｎｄｍｕｃｈｂｅttersolutionsthan
standardortraditionalheuristics・
Thispaperpresentsiteratedlocalsearchesfbrsolvingthejob-shopschedulingproblem・GenerallytheiteratedlocalsearchconsistsofalocalsearchphaseandmutationphaseForbothphasesoftheiterated
localsearch,weinvestigatedilIerentsuitableoperationsfbrseveralbenchmarkinstancesofthejob-shopschedulingproblem・Ourexperimentalresults,showthatthesearchabilitiesoftheiteratedlocalsearches
dependontheseoperations．
